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8
月
25
日　

夏
の
最
後
を
彩
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

第
33
回
ひ
ら
と
み
祭
り 

開
催
お
礼

ご
あ
い
さ
つ

　
さ
て
、
去
る
8
月
25
日
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
「
第
33
回
ひ
ら
と
み
祭

り
」
は
村
内
外
よ
り
多
く
の
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
盛
大
か
つ
華
や

か
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援

あ
っ
て
の
こ
と
と
実
行
委
員
会
一
同
、
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
、
ひ
ら
と
み
祭
り
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
全
て
を
予
定
通
り
開
催
す
る
こ
が
で
き
ま
し
た
。
舟
漕
ぎ
競
争
で
は
、

エ
ン
ガ
の
部
で
「
丸
潮
漕
友
会
本
隊
」、
メ
ラ
ブ
の
部
で
「
♯
清
水
集
落
」

が
二
年
連
続
で
優
勝
に
輝
き
、
今
年
も
多
く
の
ド
ラ
マ
と
感
動
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
は
、
村
内
の
保
育
所
生
に
よ
る
お
神
輿

担
ぎ
に
始
ま
り
、
大
和
村
の
華
麗
な
女
性
達
に
よ
る
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
や
舞
踊
、

生
歌
演
奏
、
奄
美
温
泉
大
和
ハ
ナ
ハ
ナ
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
に
よ
る
温
泉
施
設

の
P
R
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
満
政
代
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
、
エ
ラ
ブ
チ
剛
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
演

奏
で
会
場
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
、
打

ち
上
げ
花
火
で
鮮
や
か
に
祭
を
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
様
方
か
ら
頂
き
ま
し
た
絶
大
な
る
ご
協
力
の
賜
物

と
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
祭
り
に
お
き
ま

し
て
行
き
届
か
な
い
点
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
改
善
し
、
来

年
の
ひ
ら
と
み
祭
り
で
は
よ
り
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
も
大
和
村
連
合
青
年
団
一
同
、
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
「
小
さ
く
と
も
光
輝
き
続
け
る
」
大
和
村
の
一
員
と
し
て
青

年
団
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。

　
終
わ
り
に
、
こ
の
度
の
「
ひ
ら
と
み
祭
り
」
に
対
し
ま
し
て
、
ご
寄
付
や

ご
協
賛
、
物
品
等
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
対
し
、
大
和
村
連

合
青
年
団
一
同
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ひらとみ祭実行委員会
会長　田中 俊介

舟漕ぎ競争に参加した

全チームの皆さん、

熱戦をありがとうございました!

丸
潮
漕
友
会
本
隊　

エ
ン
ガ
の
部 

優
勝

丸
潮
漕
友
会
レ
デ
ィ
ー
ス　

メ
ラ
ブ
の
部 

準
優
勝

祝
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保護された命がこの施設から森へ戻ること、

また親から子へ命がつながり、

“ぐるぐる”と巡っていくようにとの願いを込めています。

来年度オープン予定

アマミノクロウサギミュージアムQuru Guru

ついに名称発表 !

　「くるぐる」は、奄美の方言で
「黒々している」という意味

クロウサギの親子の
丸っこくてかわいい
後ろ姿を Qと Gで表現

Kではなく
あえて Qを使っています

見るだけでなく
学べる“ミュージアム”

くる　　　ぐる

ロゴマーク

施設名称

名誉館長　山田 文雄氏
昭和 28 年滋賀県生まれ。1990 年に九州大学で農学博士号を取得。93 年から
は独立行政法人森林総合研究所に所属し、ウサギをはじめとした野生動物の生
態と保全管理の研究に 40 年近く従事。現在は、沖縄大学の客員教授。
主な著書『ウサギ学 : 隠れることと逃げることの生物学』東京大学出版会

　日本におけるウサギ研究の第一人者である沖縄大学客員教
授の山田文雄氏を名誉館長に任命しました。大和村とは、令
和元年よりアマミノクロウサギ研究飼育施設設置検討委員会
の委員として、施設の整備に関してご指導ご助言いただき、
この度の任命の運びとなりました。お披露目式終了後は、山
田名誉館長から子どもたちに特別講演をしていただきました。

　8 月 14 日、アマミノクロウサギ研究
飼育施設の名称を発表する「施設名称お
披露目式及び名誉館長任命式」を開催し
ました。村議会議員、事務嘱託員、児童
生徒、学校長などおよそ 70 名が参加し、
名称の発表を見守りました。 左から藏議長、名音小 5 年納琉愛さん、大和小 6 年中山栄鉄さん、

伊集院村長、山田名誉館長、大棚小 6 年徳雷汰さん、川下和さん

　施設名称お披露目を記念して施設敷地内に児童たちが
記念植樹を行いました。クロウサギの餌にもなるヒサカ
キとクチナシの苗をそれぞれ 4 本ずつ植えました。この
樹木が大きく育ったとき、葉っぱを飼育する個体に与え
ることができます。

平成 21 年　整備について有識者の意見聴収を開始
令和 5 年 4 月　本体建設に着手
令和 6 年 9 月　本体完成
今年度は展示内装工事を進めています。
オープンは令和 7 年度 4 月を予定。

施設整備経過
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アマミノクロウサギミュージアムQuru Guru の役割

救護室

男子WC

観光ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ

UWC簡易厨房

女子WC

更衣室脱衣室

放飼場

授乳室

倉庫２

廊下

事務倉庫

研究・作業室

標本資料庫

職員室

エントランスホール

倉庫１

研修室

テラス

職員ＷＣ

生体展示室 治療室

展示室
展示室

観察通路

観察通路 展示通路

　　　　順　路

バックヤード

バックヤード

屋外の飼育ケージ
（施設内から見学できます）

活動する様子が観察できる !
昼夜逆転の飼育室

クロウサギについて
総合的に知ることができる
展示エリア

保護された個体の
治療を行う 研究用スペース

イ
ベ
ン
ト
・
会
議
用
ス
ペ
ー
ス

カフェと
物販のスペース

1. ケガをしたクロウサギを治療する
クロウサギを治療し野生復帰を目指します。野生復帰の難しい個体は、動物福祉に十分
配慮し施設で終生飼育します。基本的に治療室は公開する予定で、治療や研究の様子を
観覧することができます。

2. 環境教育の場

個体への影響が少ないと判断した場合は、クロウサギの公開展示を行います。昼夜逆転
室では、昼間に活動するクロウサギを観察することができます。また、展示エリアでは、
人々とクロウサギの関わりや生態について体験型の展示を通して知ることができます。
イベント用室内スペースもあり、様々なイベントを通じて環境教育を行っていきます。

3. クロウサギの生態研究

治療や飼育を通じて、クロウサギのまだ解明されていない生態について研究します。クロ
ウサギの他、奄美の生き物を研究する大学等の研究者や学生が利用できるスペースも備え
ています。この施設で得られた新たな知見は、ロードキル対策や農業被害対策等に活用し
たりと、研究内容の地域還元を目指します。

世界的成功例 ! 外来種マングースを根絶

人こそが一番の脅威 !? 「ロードキル根絶宣言」はいつ ?

　令和 6 年 9 月 3 日、環境省が奄美大島でのマ
ングースの根絶を宣言しました。
　奄美大島でのマングースは、昭和 54 年頃に
ハブ対策として約 30 頭が持ち込まれたと言わ
れています。それが、天敵のいない環境で爆発
的に数が増え、昭和 58 年頃にはマング
ースにより農業被害等が現れるよう
になりました。
　平成元年から奄美哺乳類研究
会による生態系への影響調査が
開始され、その結果を踏まえ平
成 5 年から自治体による駆除事
業が開始。平成 8 年頃にはクロウ
サギやアマミトゲネズミなど奄美の
固有種を始めとする在来種が減少したた
め、平成 12 年には環境庁（当時）が駆除を開
始しました。平成 17 年には特定外来生物被害
防止法が施行。環境省による奄美大島マングー
ス防除事業が開始され「奄美マングースバスタ
ーズ」が誕生しました。

　およそ 20 年間、奄美大島の山中にワナをし
かけて捕獲し、探索犬も導入し駆除を続けた結
果、平成 5 年から 3 万 2 千頭以上が駆除されま
した。平成 30 年 4 月以降は捕獲がされていな
いこと等から、今回の根絶宣言となりました。

　奄美大島程の広い範囲でマングース
が根絶できたのは世界初という大き

な成果を上げました。移入された
当時は外来種が生態系を乱すと
いう考えがなく影響が深刻化し
てしまいまいしたが、地道な防

除の取組が実を結び根絶へと繋
がりました。

　その一方、人がマングースを持ち
込んでしまったために数多くの島の生

き物たちが犠牲になり、またマングースの命も
また犠牲になったのも事実です。これらの犠牲
が無駄にならないよう、今後も自然保護の取組
を継続する必要があります。

　マングースの生息数が減少するにつれ、クロ
ウサギの個体数は回復傾向になりました。しか
し、回復にともない車に轢かれて死体で発見さ
れることが激増しました。奄美大島では
5 年連続で過去最多を更新していま
す。
　交通事故を防ぐのは、運転す
る人間にしかできません。秋か
ら冬にかけては、クロウサギの
活動が活発になる季節であるこ
とから、ロードキル件数が一番多
い時期です。夜間の走行は注意して
行うようにしましょう。道路の脇にい
るクロウサギが道の真ん中に飛び出してくるこ
ともありますので、姿を見かけたらとりわけ注

意をお願いします。
　また、ロードキルが多発する地点には、飛び
出し防止のネット等を設置し事故防止効果を検

証しています。
　今後も様々な取り組みを進めてい

きますが、ドライバーの皆さんが
ゆっくりゆっくり運転すること
が一番の防止策です。
もし、ひいてしまった、ケガを

している、死んでしまったクロ
ウサギを見つけたら、奄美野生

生物保護センターまでお電話くだ
さい。

写真提供 : 奄美野生生物保護センター　

　

は、人と野生生物の共存の道を探ります!

　　奄美野生生物保護センター電話　0997-55-8620

応援をよろしくお願いします。
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シマ

小学生バド 九州大会へ !
　バドミントンクラブ「大和ジュニア」の子ど
も達が好成績を収めています。前田龍清さん（大
棚小 6 年）が第 40 回鹿児島県小学生バドミン
トン大会 6 年生以下男子シングルスで優勝、男
子ダブルスでは、高橋龍和さん（大和小 4 年）
と伊村政高さん（小宿小 4 年）が準優勝、女
子ダブルスでは、勝桜さん（小宿小 5 年）・服
部美優（赤木名小 5 年）が 3 位となっています。
この 5 名は 10 月開催される全九州小学生バド
ミントン選手権大会に出場します。昨年に引き
続き全国大会を目指して頑張ってください !

子ども議員が一般質問
　8 月 20 日、大和村役場 2 階議場にて第 12
回子ども議会が開催されました。これは、村
政に関心をもち、政治の仕組みを学ぶ場とし
て教育委員会が毎年開催しています。村内小
学校の 6 年生 11 名が議員となり、大和村当
局に対して一般質問しました。今年の議長は、
福本秀太さん（今里小 6 年）が努めました。
　子ども議員からは、保育所での給食提供、
村内施設の修繕、相談所の開設、ハブ捕獲研
修の実施、住宅の増築、遊具の設置など多岐
にわたる質問が行われました。村当局からは、
各担当課長が資料を使って分かりやすく答弁
を行いました。
　川下和議員（大棚小 6 年生）は、「事前に
社会で行政について形式的に学習していたけ
れど、教科書ではなく実際に体験できて良か
った」と話していました。未来を担う子ども
達が村政に興味をもって、積極的に村づくり
に参加してくれることを期待します。

健闘を称えます !
　第 65 回大島地区大会が奄美群島の各市町
村会場にて行われました。12 競技に総勢 133
名が参加。水泳、ラグビー、カヌー、バドミ
ントン、ソフトテニスの 5 種目で県大会出場
権を獲得しました。8 月 5 日開催の解団式では、
ラグビーチームは「メンバー変更もあり苦し
いながらも好プレーができた」と、カヌーチ
ームは、「来年はアベック優勝目指して頑張り
ます」と話し、県大会に向けて両チームとも
に早速練習再開と意気込んでいました。

日頃の備えと早めの避難
　7 月 8 日 ~16 日まで、大和村防災センター
で令和 5 年度土砂災害防止に関する絵画・作
文の入賞作品を展示しました。国土交通事務
次官賞と県知事賞を受賞した作品が展示さ
れ、事務次官賞を受賞した上野百葉さん（昨
年まで名音小在籍）の作文も展示されました。
　毎年各地で発生する土石流、がけ崩れなど
の土砂災害により、多くの人命、財産が失わ
れています。防災グッズの準備やハザードマ
ップによる危険箇所を確認するなど、日頃か
ら備えておきましょう。

幼児向け人権教室開催
7 月 26 日、大和村防災センターにおいて「わ
くわく人権ルーム」が大和村の保育所に通
う 4~5 歳の幼児を対象に行われました（奄美
人権擁護委員協議会主催）。人 KEN まもる君
とあゆみちゃんの着ぐるみマスコットが登場
し子どもたちは大喜び。大和村の人権擁護委
員と法務局の職員による紙芝居の読み聞かせ
や、キャラクターグッズの寄贈がありました。
幼少期から人権を身近に感じてもらうきっか
けになったのではないでしょうか。

心豊かに暮らせるように
　令和 6 年 3 月、第 9 期介護保険事業計画・
高齢者福祉計画を策定しました。概要版は全
戸配布していますが、大和村ホームページに
全編掲載しています。
　この計画を基に基本理念である「住み慣れ
た大和村で安心して豊かに自分らしく」を実
現できるよう高齢者福祉サービスを提供して
いきます。計画には、介護保険料の財源や、
令和 4 年度に 40 歳以上を対象とした高齢者
アンケートから本村の高齢者を取り巻く状況
などが掲載されています。

追悼式で平和を祈念
　8 月 15 日、大和村防災センターで戦没者慰
霊祭（追悼式）が行われました。生徒代表で
参列した勝山洸太郎さん（大和中 3 年）は、「戦
没者名簿の中におばあちゃんの名前があり身
近に感じた」と話してくれました。大和浜集
落に住む伊集院てるよさんは、「毎年このよう
に追悼式が行えることがとても有り難く感じ
る。亡くなったおじは、国のためにと 26 歳
で戦没したと聞いている。年々、参列する遺
族が少なくなっていくなか、毎年来れるよう
にしたい」と語ってくれました。

全編はこちらから
確認できます !
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　今年の夏は、奄美大島にたくさんの
観光客がきてくれました。大和村内で
もレンタカーをよく見かけましたね。

　私が来島者の多さを一番に感じられ
たのは、大和まほろば館のソフトクリ
ームとかき氷の売上で、8 月は今までで
一番の売上を記録しました。地元のリ
ピーターのおかげでもあり、ハナハナ
ビーチリゾートのお客さんが立ち寄っ
てくれた影響も大きいと思います。

　さて、大和まほろば館は野菜や海産
物、加工品、雑貨などを販売している
大和村の唯一の物産館です。ここの商
品が充実していることが、観光振興の
ひとつであると感じています。定番人
気商品は、スモモやタンカンの加工品
ですが、次いで旬の野菜や海産物も人
気です。特に野菜は回転が早いので、

今よりも多くの農家さんに、いろいろ
な種類の野菜や果物を出荷していただ
けると助かります。

　まほろば館では 10 月中旬からホット
コーヒーを提供する予定です。まほろ
ば館の外観も少しずつブラッシュアッ
プしていく予定です。「久しぶりに立ち
寄ってみようかな」「今日は何があるか
な」と立ち寄ってくれる人がさらに増
えたらうれしいです。

日
本
一
ゆ
っ
く
り
で
き
る

　
　

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
村
を
め
ざ
し
て

大
和
村
集
落
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

　2022 年 7 月号でお話しした帯状疱疹ワクチン
について、ついに村からの補助が始まりました
ので再掲致します !2024 年 4 月以降に接種した
方は遡って適応となります。
　帯状疱疹の原因は、水痘・帯状疱疹ウイルス
です。初感染で水ぼうそうを引き起こした後、
知覚神経節に長く潜伏感染し、免疫低下などが
誘因となり再活性化を起こして帯状疱疹を生じ
ます。50 歳以上で発症率が上昇し、80 歳までに
1/3 の方々が罹患します。
　小児の水ぼうそう罹患が減っていることが影
響し、帯状疱疹がさらに増加する可能性があり
ます。

　1980 年代に抗ヘルペスウイルス薬が登場して
以来、帯状疱疹の治療成績は飛躍的に向上しま
した。しかし現在でも、様々な合併症や帯状疱
疹後神経痛により長期にわたり苦しむ方が少な
くなく、ワクチンによる予防が重要です。
　ワクチン接種については、診療所までお問い
合わせください。

  大和診療所だより
Vol. 49

文 / 小川 信

観光拠点でもある大和まほろば館

帯状疱疹ワクチンについて（再掲）

文 / 三田もも子

文献 :
国立感染症研究所 https://www.niid.go.jp/niid/ja/allarticles/surveillance/2433-iasr/related-articles/related-articles-462/8236-462r08.html

のれんがつきました。
SNS のフォローをお願いします！

Instagram

Facebook

児童手当拡充のお知らせ
~ 児童手当制度が令和 6 年 10 月分から変わります ~

・所得制限の撤廃　・支給期間を中学生から高校生年代まで延長
・第 3 子以降の支給額が 30,000 円　・支払月を年 3 回から 6 回に増加
【申請要否確認フローチャート】

※婚姻や離婚等で養育者の変更がある場合は、従来通りお手続きが必要です。

【提出書類】

（ ）
① 監護相当・生計費の負担についての確認書
② ①に該当する子のマイナンバーカード両面の写し

（ ）～（ ）

共通の必要書類

（ ）
① 監護相当・生計費の負担についての確認書
② ①に該当する子のマイナンバーカード両面の写し

（ ）

① 別居監護申立書（高校生年代以下で奄美市以外に居住する児童分について記入）

② 監護相当・生計費の負担についての確認書
③ ①及び②に該当する子のマイナンバーカード両面の写し

（ ） ① 児童手当認定請求書のみ

（ ）
① 別居監護申立書（高校生年代以下で奄美市以外に居住する児童分について記入）

② ①に該当する子のマイナンバーカード両面の写し

①児童手当認定請求書（請求者：父母のうち、所得が高い方）

②請求者の保険証

③請求者名義の口座の写し

（ ） ① 監護相当・生計費の負担についての確認書 ② ①に該当する子のマイナンバーカード両面の写し

（ ）～（Ｅ）共通

（ ） ① 監護相当・生計費の負担についての確認書 ② ①に該当する子のマイナンバーカード両面の写し

（ ）
① 別居監護申立書（高校生年代以下で大和村以外に居住する児童分について記入）

② 監護相当・生計費の負担についての確認書 ③ ①及び②に該当する子のマイナンバーカード両面の写し

（ ） ① 児童手当認定請求書のみ

（ ）
① 別居監護申立書（高校生年代以下で大和村以外に居住する児童分について記入）

② ①に該当する子のマイナンバーカード両面の写し

①児童手当認定請求書（請求者：父母のうち、所得が高い方） ②請求者の保険証

③請求者名義の口座の写し

一次期限 : 令和 6 年 10 月 18 日（金）【必着】　※令和 6 年 12 月支給の期限
最終期限 : 令和 7 年  3 月 31 日（月）【必着】

※最終期限までは令和 6 年 10 月分に遡って支給します。最終期限を過ぎた場合は、令和 6 年 10 月に
遡っての支給・多子加算の適用はできず、申請した翌月からの適用となります。

フローチャートを確認し、該当する必要書類を保健福祉課へご提出ください。

~ 公務員の方へ ~　
児童の保護者（生計の中心者）が公務員の場合、児童手当の手続きは勤務先（所属庁）
なります。手続きについては、勤務先にお問い合わせください。 保健福祉課  ☎ 0997-57-2218

　　　　 ※拡充後の初回支給は 12 月です。

拡充の内容

【必要書類】

11 広報やまと 9 月号 広報やまと 9 月号 10



【
が
ん
患
者
の
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費
の

一
部
助
成
に
つ
い
て
】

　
今
年
度
40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
に
到

達
す
る
方
は
、
歯
周
病
検
診
と
し
て
、
無
料

で
歯
や
歯
茎
を
点
検
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
期
間
は
、
令
和
7
年
3
月
31
日
ま

で
で
す
。
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

（
対
象
者
に
は
別
途
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て

お
り
ま
す
。
受
付
票
を
再
発
行
希
望
の
方
は

保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

　
大
和
村
で
は
、
結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ

る
ご
夫
婦
を
対
象
に
、
11
月
15
日
金
曜
日
午

後
か
ら
合
同
金
婚
式
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
対
象
者
は
1
9
7
4
年
（
昭
和
49

年
）
に
結
婚
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。

　
今
年
で
結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、

参
加
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
10
月
31
日
ま
で

に
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。。（
お

知
り
合
い
の
方
が
い
ま
し
た
ら
同
じ
く
お
知

ら
せ
下
さ
い
。）

●
保
健
福
祉
課
よ
り

【
合
同
金
婚
式
の
お
知
ら
せ
】

　
健
康
保
険
証
は
本
年
12
月
2
日
か
ら
新
規

発
行
さ
れ
な
く
な
る
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
へ
移
行
さ
れ

ま
す
。

　
病
院
や
診
療
所
、
薬
局
に
設
置
さ
れ
て
い

る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
、【
顔
認
証
】
や
【
暗

証
番
号
】
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険

証
利
用
登
録
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
で
も
【
暗
証
番
号
】
に
て
登

録
が
可
能
で
す
。

　【
暗
証
番
号
】
と
は
、
利
用
者
電
子
証
明

書
用
の
4
桁
の
番
号
の
こ
と
で
す
。

　
登
録
に
あ
た
っ
て
、
次
の
場
合
に
は
役
場

で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
　

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
の
有

効
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
場
合

●
【
暗
証
番
号
】
の
再
設
定
を
す
る
場
合

※
手
続
完
了
に
は
1
日
程
度
か
か
り
ま
す

■
問
合
わ
せ

住
民
税
務
課

電
話 

0
9
9
7
‐
5
7
‐
2
1
2
7

保
健
福
祉
課

電
話 

0
9
9
7
‐
5
7
‐
2
2
1
8

　
大
和
村
で
は
、
が
ん
患
者
の
方
の
治
療
や

就
労
等
の
社
会
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
医

療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

【
対
象
者
】

が
ん
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
治
療
を
受
け
た
、

又
は
現
に
治
療
を
受
け
て
い
る
方

【
助
成
対
象
】

・
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
（
全
頭
用
に
限
る
）

・
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
装
着
時
に
皮
膚
を
保
護

す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

【
助
成
額
】

・
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費
（
上
限
2
万
円
）

詳
細
は
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
大
和
村
で
は
、造
血
幹
細
胞
移
植
手
術
（
骨

髄
移
植
、
末
端
血
管
細
胞
移
植
お
よ
び
臍
帯

血
移
植
）
そ
の
他
医
療
行
為
に
よ
り
、
定
期

予
防
接
種
で
得
ら
れ
た
免
疫
が
低
下
・
消
失

し
、
再
度
予
防
接
種
を
受
け
る
必
要
が
あ
る

方
を
対
象
に
再
接
種
の
費
用
を
助
成
し
ま

す
。

【
対
象
者
】

20
歳
未
満
で
、
造
血
細
胞
の
移
植
に
よ
っ
て
免

疫
が
低
下
ま
た
は
消
失
し
た
た
め
、
予
防
接
種

の
再
接
種
が
必
要
と
医
師
が
認
め
た
場
合

【
助
成
額
】

再
接
種
に
要
し
た
費
用
に
相
当
す
る
額

 

詳
細
は
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
造
血
幹
細
胞
移
植
後
ワ
ク
チ
ン
再

接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て
】

【
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
】

【
無
料
歯
周
病
健
診
の
お
知
ら
せ
】

　
令
和
6
年
度
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

予
防
接
種
が
定
期
接
種
に
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
予
防
接
種
は
同
時
接
種
が
で
き
ま

す
。

■
助
成
対
象
者

●
接
種
日
時
点
で
65
歳
以
上
の
方

●
60
～
65
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳
1
級

相
当
の
方

（
対
象
者
に
は
お
知
ら
せ
と
共
に
予
診
票
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
。）

■
接
種
期
間
　
　
　

令
和
6
年
10
月
1
日
～
令
和
7
年
1
月
31
日

【
65
歳
以
上
の
予
防
接
種
の

                                    

実
施
に
つ
い
て
】

電
話 
0
9
9
7
‐
5
7
‐
2
2
1
8

自己負担額 持参するもの

インフルエンザ 1,000 円 予診票（水色）

新型
コロナウイルス 3,000 円 予診票（黄色）

　　※生活保護世帯の自己負担額はありません

10年に1度の
チャンス!

　
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、
令
和
6
年
10
月

5
日
か
ら
時
間
額
「
9
5
3
円
」
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ

ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
、
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
特
定
の
産
業
の
労
働
者
と
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

は
、
高
い
方
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

電
話
　
0
9
9
‐
2
2
3
‐
8
2
7
8

名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

電
話 

　
0
9
9
7
‐
5
2
‐
0
5
7
4

●
鹿
児
島
労
働
局
よ
り

【
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ
】

　
奄
美
を
描
く
美
術
展
実
行
委
員
会
の
主
催

で
、
奄
美
の
文
化
・
芸
術
の
振
興
、
観
光
発

展
を
目
的
に
「
第
23
回
奄
美
を
描
く
美
術
展
」

を
開
催
し
、
全
国
か
ら
多
く
の
秀
作
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
審
査
委
員
長
に
土
方
明
司
氏
（
川
崎
市
岡

本
太
郎
美
術
館
館
長
、
武
蔵
野
美
術
大
学
客

員
教
授
）、
審
査
員
に
久
保
井
博
彦
氏
（
名

瀬
美
術
協
会
会
長
　
日
本
美
術
家
連
盟
会

員
）
を
迎
え
て
審
査
を
行
い
、
入
賞
作
品
10

点
、
入
選
作
品
50
点
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
入
賞
・
入
選
し
た
作
品
60
点
に
よ
る
「
本

展
」
は
、
奄
美
パ
ー
ク
・
田
中
一
村
記
念
美

術
館
に
お
い
て
令
和
6
年
10
月
12
日
（
土
）

~
1
1
月
4
日
（
日
）
ま
で
行
い
、「
巡
回
展
」

を
今
回
初
め
て
、
大
和
村
で
開
催
し
ま
す
。

　
巡
回
展
で
は
、
入
賞
作
品
の
10
点
に
、
入

選
作
品
の
中
か
ら
賞
候
補
に
選
ば
れ
た
作
品

を
加
え
た
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

　
こ
の
貴
重
な
機
会
に
ぜ
ひ
、「
奄
美
」
を

表
現
し
た
作
品
を
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
会
期
　
令
和
6
年
11
月
21
日
（
木
）
～
11

月
24
日
（
日
）

■
観
覧
時
間
　

9
時
～
17
時

（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

■
大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー
　
防
災
研
修
室

■
観
覧
料
　
無
料

●
田
中
一
村
美
術
館
よ
り

【
美
術
展
の
お
知
ら
せ
】

　
奄
美
海
上
保
安
部
・
古
仁
屋
海
上
保
安
署

で
は
、
漁
船
・
小
型
旅
客
船
・
遊
漁
船
の
事

故
防
止
及
び
釣
り
中
の
事
故
防
止
を
目
的
と

し
た「
秋
季
安
全
推
進
活
動
」を
実
施
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】
10
月
1
日
（
火
）
～
31
日
（
木
）

■
事
故
防
止
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

〇
船
舶
を
操
船
さ
れ
る
方
は
、
常
時
適
切
な

見
張
り
の
徹
底
、
気
象
及
び
海
象
の
把
握
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
、
発
航
前
検
査

の
実
施

〇
釣
り
を
さ
れ
る
方
は
、
天
気
や
体
調
を
確

【
裁
判
員
候
補
者
又
は
検
察
審
査
員

候
補
者
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ
】

　
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
衆
議
院
議
員
の

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選

定
さ
れ
ま
す
。
選
定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ

は
、
11
月
中
旬
頃
に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿

へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
又
は
「
検
察
審
査

員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が

届
き
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
国
民
の
良
識
を
反
映
さ
せ
る
た

め
の
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

裁
判
員
…
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判

員
係

電
話 

0
9
9
‐
2
2
2
‐
7
1
5
7

検
察
審
査
員
…
鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

電
話 

0
9
9
‐
8
0
8
‐
3
7
1
9

●
地
方
裁
判
所
よ
り

【
海
の
秋
季
安
全
推
進
活
動
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
】

●
奄
美
海
上
保
安
部
よ
り

認
し
無
理
を
し
な
い
、
行
き
先
及
び
帰
宅
時

間
を
第
三
者
に
伝
え
単
独
行
動
し
な
い
、
立

入
禁
止
区
域
内
に
入
ら
な
い
、
適
切
な
装
備

（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
、
防
水

ケ
ー
ス
な
ど
）

　
ま
た
、
海
上
保
安
庁
緊
急
情
報
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
も
活
用
願
い
ま
す
。
気
象
情
報

や
緊
急
情
報
を
配
信
し
ま
す
。
Q
R
コ
ー
ド

か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

■
問
合
わ
せ

奄
美
海
上
保
安
部
交
通
課

電
話
0
9
9
7
‐
5
3
‐
5
5
6
9

九州停電情報提供アプリ

もしもの停電、備えて安心。
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こせきの窓

人口 1392 人（△  25）
男 714 人 （△    3）
女 678 人 （△  22）
世帯 838 世帯 （△  19）

　8 月 31 日現在
（前年同月比）

お気軽に大和郵便局にお問合せください !　電話 57-2542

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

木
佐
貫 

浄
治 

様
（
鹿
児
島
県)

岡
崎 

昇 

様
（
島
根
県)

祖
田 

圭
一 

様
（
東
京
都)

森 

耕
三 

様
（
鹿
児
島
市)

大
橋 

禎
一
朗 

様
（
北
海
道)

木
内 

志
朗 

様
（
東
京
都)

上
村 

文
彦 

様
（
奄
美
市)

川
村 

博
隆 

様
（
東
京
都)

浅
井 

孝
弘 

様
（
大
阪
府)

末
岡 

三
穂
子 

様
（
東
京
都)

盛
田 

弘
国 

様
（
東
京
都)

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

　
　
　
寄
附
者
様 

83
名

大和社協より令和 6 年 9 月能登半島大雨災害
義援金箱設置のお知らせ

設置場所 : 大和村社会福祉協議会 ・大和村役場 ・大棚商店
設置期間 : 令和 6年 12月 27日まで

皆様の温かいお気持ちをお寄せください。
義援金は、 日本赤十字社を通じて被災地へ届けられます。

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す 

納
　
孝
行 
さ
ん
（
大
和
浜
）

仲
宗
根
　
優
美
（
大
和
浜
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

平 

想そ
う
ま真 

さ
ん

（
保
護
者
　
佳
奈
／
名
音
）

坂
本 

瑠る

り璃 

さ
ん

（
保
護
者
　
亥
・
麻
衣
／
大
棚
）

菊
地 

空そ
ら
ま
る丸 

さ
ん

（
保
護
者
　
諒
・
由
佳
／
大
棚
）

元
田 

花か

え笑
さ
ん

（
保
護
者
　
豊
春
・
夏
美
／
湯
湾
釜
）

福
永 

大だ
い
ぜ
ん然 

さ
ん

（
保
護
者
　
慶
輝
・
悠
里
／
大
和
浜
）

福
長 

新あ
ら
た大
さ
ん

（
保
護
者
　
直
大
・
彩
／
思
勝
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

濵
畑 

友
和 

様
（
44
歳
・
名
音
）

里
岡 

伸
夫 

様
（
75
歳
・
大
棚
）

永
島 

チ
ヤ
子 

様
（
87
歳
・
大
棚
）

郁 

武
久 

様
（
65
歳
・
津
名
久
）

香
典
返
し（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

勝 

好
永 

様
（
故 

勝 

一
枝 

様
）

奥
田 

実
彦 

様
（
故 

奥
田 

直
美 

様
）

ロードキル
ストップ

　　74件
アマミノクロウサギ事故件数

クロウサギ

横断中

2024 年 9 月 4 日現在

不明・その他　41件

ケガをしているアマミノクロウサギや
死体を見つけたらお電話ください !

　　奄美野生生物保護センター
電話　0997-55-8620

見通しの悪い道路では
特にゆっくり走りましょう !

父  飛雄馬さん　

母  有花さん（大金久）

保護者からのコメント

「たくさんの人に見守ってもらってる

分、たくさんの人を笑顔にして、彩心

姉ちゃんと一緒に大きく育ってね !」

さん西
にし

　湊
み な と

都

Children are Precious

  H
ap

py 1st Birthday  1
さ

い 
おめでと

う

1 さい おめでとう

Happy 1st Birthday

1
歳
お
め
で
と
う

父  勇成さん　

母  葉瑠菜さん（国直）

保護者からのコメント

「沢山食べて沢山遊んで素敵な笑顔を沢山

見せてね ! 大好きだよ !」

さん福
ふくやま

山 笑
え な

菜

父  裕介さん　

母  真希さん（名音）

保護者からのコメント

「いっぱい食べて大きくなーれ !」

さん奥
お く だ

田 りの
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発行・編集 大和村役場企画観光課 
〒 894-3192 鹿児島県大島郡大和村大和浜 100 番地
TEL 0997-57-2117　FAX 0997-57-2161
mail :k ikaku@vil l .yamato. lg. jp
http://www.vi l l .yamato. lg. jp

←バーコード読み取り機能付き携帯電話をご利用
の方はここから大和村ホームページへ簡単にアク
セスできます。それ以外の方は直接 URL を入力し
てアクセスしてください。

（http://www.vill.yamato.lg.jp）

大和村長のフォトダイアリー
　敬老の日を迎えられました敬老者の皆様

へ心からお祝いを申し上げます。これまで

に厳しい時代を乗り越え、地域を支えて頂

いたご労苦に対し、感謝と敬意を表すると

ころであります。

　9 月 13 日、今年も各集落の先輩方へ敬老

年金を届けることができました。敬老者の

皆さんからは、いつも元気に声をかけて頂

き、私としても大変励みになっております。

　本村の最高齢者は 103 才の女性であり、100 才以上の方が 4 名いらっしゃいます。

全国的に高齢化社会と言われておりますが、近年の高齢者は元気な方も多く地域で

活躍されておられます。自分自身で生きがいを見つけ出し、楽しみながら生活をさ

れることが元気の秘訣なのでしょう。また、各集落の地域支え合い活動も、地域に

おける活躍の場の一つですので、活動が継続されますことを願っております。結び

に村内の高齢者の皆様方のご健康と益々のご長寿をお祈り致します。

写真と共に村長の活動を報告いたします。

毎月最終土曜日11:20~11:30（再放送は翌水曜日の 7:15~）
奄美では JCBAインターネットサイマルラジオで聞くことができます。

「大和村の教えてシマッチュ!」
神奈川県大和市のFM YAMATO

あまみ FMディ !ウェイブ 月 ~土曜日　9:00/14:30

広報やまとラジオ便
  リッスントゥーミーひらとみ

放送中
77.7MHz

感想・ご意見お待ちしています !

動画公開中 !
YouTube で

集落巡回バス

きびきび号 運行中 !
月・水・金の週3回 号号

きび
   き

び

きび
   き

び
※運行日が祝祭日の場合、運休となります。

路線図・時刻表


